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ハウス 収穫播種 定植温床育苗

無加温
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カボチャ　英名：Pumpkin squash　分類：ウリ科カボチャ属に属するつる性植物
　学名：Cucurbita L.

・�原産地：南北アメリカ大陸。一般にセイヨウカボチャは南米の高原地帯、ニホンカボチャ
はメキシコ南部から南米北部、ペポカボチャはメキシコ北部と北米と言われている。
・温度適応性：涼しい気候を好む。
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃、最低温度 10℃、上限は 40℃。
・生育適温：17 ～ 20℃前後。
・光適応性：比較的強光を必要とする。光線不足では落果を起こしやすくなる。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、排水性のよい畑を好む。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.6 ～ 6.8）。
・�花芽分化と抽苔：花は雌雄同株で、まれに両性花もある。着果習性は、種・品種によって
異なり、温度・日長・栄養状態・育苗条件などによっても変動する。短日・低温の育苗条
件は雌花着生を早め、反対に長日・高温の育苗条件は雌花の着生を遅くする。セイヨウカ
ボチャはニホンカボチャに比べて、日長に対しては鈍感であるが、低温に関しては敏感で
育苗期の低温は雌花が多くなり着果位置が低くなる。セイヨウカボチャの雌花は、親つる
の 8節前後より着生し 4～ 5節おきにつく。

・作型別栽培方法
（１）��ハウス半促成栽培：11 ～ 1月に播種し加温栽培して 4月上旬から収穫する作型。ハウ

スとトンネル内の温度管理が重要である。
（２）�トンネル早熟栽培：1 ～ 3月に播種し 5月から収穫する作型。定植後、日中高温になら

ないようにトンネル内の換気が必要になり、トンネル内の温度管理とビニールの適期除
去の見極めがポイントである。

（３）�露地栽培：3 ～ 5月に播種し 7～ 9月に収穫する作型。労力が少なく作りやすい栽培で
冷涼地での栽培が多い。果実肥大期にうどんこ病が発生しやすいため、あらかじめ予防
することが大切である。7節以下の着果は果形が乱れるので摘果する。


